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本
資
料
は
一
九
三
四
年
一
〇
月
に
北
京
大
学
で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
講
義
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
︒
合
計
十
九
枚
︒
版
心
上
部
に
「
中

国
小
説
史
問
題
」
と
標
題
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
内
容
は
二
十
世
紀
初
頭
に
敦
煌
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
」
の
全

文
で
あ
る
︒

プ
リ
ン
ト
に
署
名
が
見
え
な
い
が
︑
こ
の
授
業
の
講
師
は
こ
の
時
の
北
京
大
学
教
授
馬
廉
（
一
八
九
三
～
一
九
三
五
（︒
彼
は
︑
字
は

隅
卿
︑
浙
江
省
鄞
縣
（
現
在
の
寧
波
市
（
の
出
身
︒
近
代
に
お
け
る
中
国
の
通
俗
文
学
研
究
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
り
︑
一
九
二
六
年
︑

上
海
に
去
っ
た
魯
迅
の
後
任
と
し
て
︑
北
京
大
学
で
中
国
小
説
史
を
担
当
し
た
︒

こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
」
は
︑
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
オ
ー
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン
（
一
八
六
二
～
一
九
四

三
（
が
持
ち
帰
っ
た
も
の
に
含
ま
れ
て
い
た
作
品
で
あ
る
︒
こ
の
講
義
資
料
の
最
終
ペ
ー
ジ
末
尾
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
記
さ
れ
て
い

る
︒
□
①
～
③
は
︑
活
字
が
刻
印
さ
れ
て
い
な
い
欠
字
部
分
で
あ
る
︒

 
  

右
目
連
救
母
變
文
全
帙
．
卽
倫
敦
博
物
館
所
藏
斯
坦
因
在
甘
肅
敦
煌
將
去
卷
子
中
之
Ｓ
□
①
號
︒
此
從
日
本
大マ

マ正
　
□
②
年
所

印
大
藏
經
卷
□
③
中
錄
出
︒

 
  

北
平
圖
書
館
有
麗
字
八
十
五
號
︐
霜
字
八
十
九
號
︐
成
字
九
十
六
號
︐
三
殘
卷
可
以
對
照
︒

プ
リ
ン
ト
の
欠
字
部
分
を
補
っ
て
お
く
と
︑
①
の
ス
タ
イ
ン
番
号
は
「
Ｓ
二
六
一
四
」︒
こ
れ
は
日
本
の
仏
教
学
者
矢
吹
慶
輝
（
一
八

汪

洋

目
加
田
誠
旧
蔵
一
九
三
四
年
大
学
講
義
プ
リ
ン
ト
　（
四
）
馬
廉
篇

	

―
（
四
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七
九
～
一
九
三
九
（
が
英
国
に
渡
り
︑
一
九
二
二
～
二
五
年
の
間
に
大
英
博
物
館
に
お
い
て
写
真
撮
影
し
た
も
の
の
中
に
含
ま
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る（

（
（

︒
や
が
て
②
「
昭
和

0

0

七
年
（
一
九
三
二
（」
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
︑
③
「
第
八
十
五
巻
（
古
逸
部
・

疑
似
部
︑
大
蔵
経
番
号
二
八
五
八
（」
に
翻
字
さ
れ
た
も
の
が
︑
こ
の
講
義
資
料
の
原
本
で
あ
る
︒
ま
た
馬
廉
は
︑
こ
の
講
義
に
臨
ん
で

北
平
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
目
連
変
文
の
残
巻
「
麗
字
八
十
五
号
︑
霜
字
八
十
九
号
︑
成
字
九
十
六
号
」
三
本
も
対
照
し
な
が
ら

読
み
進
め
た
よ
う
で
あ
る
︒
ち
な
み
に
こ
の
三
巻
は
現
在
も
中
国
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
︑
分
類
番
号
は
順
に
「
北
京
八
四

四
五
︑
北
京
八
四
四
三
︑
北
京
八
四
四
四
」
で
あ
る（

（
（

︒

敦
煌
文
書
は
︑
一
九
〇
〇
年
︑
道
士
の
王
円
簶
が
莫
高
窟
で
偶
然
発
見
し
た
三
︑
四
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
初
め
ま
で
の
膨
大
な
文
献

群
で
あ
る
︒
一
九
〇
七
年
に
先
述
の
ス
タ
イ
ン
が
︑
そ
の
翌
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
の
ポ
ー
ル
・
ペ
リ
オ
（
一
八
七
八
～
一
九
四

五
（
が
入
手
し
︑
そ
の
存
在
が
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
清
朝
政
府
も
慌
て
て
保
全
の
た
め
に
残
巻
を
北
京
へ
移
送
し
た
︒

一
九
〇
九
年
︑
京
都
帝
国
大
学
の
内
藤
湖
南
︑
狩
野
直
喜
ら
五
名
が
調
査
の
た
め
北
京
に
赴
き
︑
さ
ら
に
狩
野
直
喜
は
一
九
一
二
年
よ

り
イ
ギ
リ
ス
︑
フ
ラ
ン
ス
へ
外
遊
し
て
こ
れ
ら
を
閲
覧
し
︑
筆
録
し
て
持
ち
帰
っ
た
︒
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な
敦
煌
文
学
の
研
究
は
︑

狩
野
直
喜
が
発
表
し
た
「
支
那
俗
文
学
史
研
究
の
材
料
」（『
藝
文
』
第
七
年
一
・
三
号
︑
京
都
文
学
会
︑
一
九
一
六
年
一
月
・
三
月
（

に
始
ま
る（

（
（

︒
こ
れ
を
受
け
︑
中
国
で
も
王
国
維
「
敦
煌
発
見
唐
朝
之
通
俗
詩
及
通
俗
小
説
」（『
東
方
雑
誌
』
第
十
七
巻
八
号
︑
商
務
印

書
館
︑
一
九
二
〇
年
（
が
発
表
さ
れ
た
︒
王
は
「
孝
子
董
永
伝
」「
唐
太
宗
入
冥
記
」
な
ど
を
分
析
し
︑
こ
れ
ら
の
作
品
を
「
通
俗
詩
」

お
よ
び
「
通
俗
小
説
」
と
名
付
け
︑
勧
善
懲
悪
の
機
能
を
持
つ
と
考
え
︑
特
に
後
者
を
宋
以
降
の
通
俗
小
説
の
原
型
で
あ
る
と
し
た
︒

続
い
て
魯
迅
も
︑
一
九
二
三
年
に
『
中
国
小
説
史
略
』
を
刊
行
し
︑
こ
れ
ら
の
作
品
を
俗
文
体
で
書
か
れ
た
先
例
と
し
て
紹
介
し
︑
み

ず
か
ら
の
構
想
す
る
中
国
小
説
史
の
一
部
に
織
り
込
ん
だ（

（
（

︒
し
か
し
小
説
の
娯
楽
性
を
重
視
す
る
魯
迅
は
︑
王
国
維
の
説
を
踏
ま
え
つ

つ
も
︑
こ
れ
ら
の
文
学
作
品
が
通
俗
小
説
の
直
系
の
先
祖
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
︒

や
が
て
こ
れ
以
降
︑
敦
煌
文
学
の
研
究
は
題
目
に
「
変
文
」
や
「
押
座
文
」
と
あ
る
も
の
が
特
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
︒
中
国
で
は
︑
一
九
二
四
年
に
羅
振
玉
が
『
敦
煌
零
拾
』
を
自
費
で
翻
刻
し
た
ほ
か
︑
日
本
で
も
一
九
二
七
年
十
月
︑
弘
文
堂
書
房

が
刊
行
す
る
『
支
那
学
』
第
四
巻
第
三
号
に
青
木
正
児
「
敦
煌
遺
書
『
目
連
縁
起
』『
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
』
及
び
『
降
魔
変
押
座

文
』
に
就
て
」
と
倉
石
武
四
郎
「『
目
連
変
文
』
紹
介
の
後
に
」
と
が
併
せ
て
収
録
さ
れ
︑
新
た
な
研
究
対
象
と
し
て
「
目
連
変
文
」
が

目
加
田
誠
旧
蔵
一
九
三
四
年
大
学
講
義
プ
リ
ン
ト
　（
四
）
馬
廉
篇
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注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

︒
特
に
青
木
正
児
は
︑
狩
野
直
喜
の
説
を
受
け
て
︑
こ
れ
ら
の
「
変
文
」
が
語
り
物
文
芸
の
先
駆
と
呼

べ
る
か
否
か
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
︒

馬
廉
が
み
ず
か
ら
の
講
義
に
「
目
連
変
文
」
を
取
り
上
げ
た
の
は
︑
こ
の
よ
う
な
当
時
最
新
の
研
究
動
向
に
突
き
動
か
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う（

（
（

︒
ま
た
︑
友
人
の
鄭
振
鐸
が
一
九
三
二
年
末
か
ら
刊
行
し
た
『
挿
図
本
中
国
文
学
史
』（
商
務
印
書
館
（
で
︑
変
文
に
一
章
を

設
け
（
第
三
十
三
章
（︑
宋
元
以
来
の
戯
曲
︑
話
本
︑
宝
巻
な
ど
通
俗
文
芸
の
文
体
上
の
源
流
と
位
置
づ
け
た
こ
と
に
大
い
に
影
響
を
受

け
た
か
も
し
れ
な
い
︒

な
お
馬
廉
が
講
義
に
選
ん
だ
「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
」
は
︑
現
在
で
も
変
文
と
い
う
文
体
の
特
徴
を
最
も
よ
く
備
え
た
作
品
と

さ
れ
る（

（
（

︒
ま
た
︑
そ
の
際
に
『
大
正
大
蔵
経
』
所
載
の
ス
タ
イ
ン
本
を
底
本
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
は
︑
彼
の
選
択
眼
の
正
し
さ
と
︑

彼
が
当
時
の
日
本
の
学
術
界
の
動
向
に
と
り
わ
け
強
い
関
心
を
懐
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
︒

し
か
し
馬
廉
は
︑
こ
の
翌
年
︑
授
業
中
に
脳
溢
血
を
発
症
し
て
他
界
し
た
︒
享
年
四
十
二
歳
︒
彼
が
こ
れ
よ
り
研
究
を
す
す
め
る
こ

と
は
出
来
ず
︑
講
義
も
魯
迅
の
よ
う
に
論
述
と
批
評
に
富
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
︒
馬
廉
の
主
眼
は
明
清
短
篇
白

話
小
説
研
究
に
在
っ
た
︒
控
え
め
な
性
格
で
︑
論
文
は
考
証
に
長
け
て
い
る
が
縦
横
な
議
論
は
好
ま
な
か
っ
た
︒
没
後
︑
彼
の
旧
蔵
書

は
北
京
大
学
附
属
図
書
館
に
「
不
登
大
雅
文
庫
」
と
し
て
収
蔵
さ
れ
︑
今
も
な
お
戯
曲
小
説
研
究
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る（

（
（

︒
し

か
し
現
在
で
は
蔵
書
家
と
し
て
の
み
著
名
な
馬
廉
に
つ
い
て（

（
（

︑
こ
の
た
び
の
目
加
田
誠
旧
蔵
資
料
を
通
し
て
︑
彼
の
研
究
者
と
し
て
の

新
た
な
一
面
を
発
見
で
き
た
こ
と
は
︑
後
学
の
私
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
︒

注

（
１
（  

矢
吹
慶
輝
『
鳴
沙
余
韻
：
燉
煌
出
土
未
伝
古
逸
仏
典
開
宝
』（
岩
波
書
店
︑
一
九
三
〇
年
（︑
同
氏
『
燉
煌
出
土
古
写
仏
典
に
つ
い
て
』

（
岩
波
書
店
︑
一
九
三
二
年
（︑
同
氏
『
鳴
沙
余
韻
解
説
』（
岩
波
書
店
︑
一
九
三
三
年
（
参
照
︒

（
２
（  

荒
見
泰
史
「
中
国
国
家
図
書
館
蔵
『
目
連
変
文
』
写
本
五
点
」（『
絵
解
き
研
究
』
第
十
七
号
︑
二
〇
〇
三
年
（
参
照
︒

（
３
（  

の
ち
狩
野
直
喜
『
支
那
学
文
薮
』（
弘
文
堂
書
房
︑
一
九
二
七
年
（
に
収
録
︒
ま
た
︑
以
下
の
日
本
に
お
け
る
敦
煌
学
の
状
況
は
神
田
喜

中
国
文
学
論
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一
郎
『
敦
煌
学
五
十
年
』（
二
玄
社
︑
一
九
六
〇
年
（︑
金
岡
照
光
『
敦
煌
の
文
学
』（
大
蔵
出
版
︑
一
九
七
一
年
（︑
お
よ
び
高
井
龍
「
日

本
に
お
け
る
初
期
敦
煌
通
俗
文
学
研
究
」（『
敦
煌
写
本
研
究
年
報
』
第
十
一
号
︑
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
︑
二
〇
一
七
年
（
な
ど
を

参
照
︒

（
４
（  
今
村
与
志
雄
訳
『
中
国
小
説
史
略
』
第
十
二
章
（
学
習
研
究
社
︑
一
九
八
六
年
（
参
照
︒

（
５
（  

ち
な
み
に
青
木
正
児
と
倉
石
武
四
郎
が
こ
こ
に
紹
介
す
る
目
連
変
文
は
︑
東
北
大
学
の
岡
崎
文
夫
が
パ
リ
遊
学
中
に
ペ
リ
オ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
筆
写
し
て
持
ち
帰
っ
た
本
文
で
あ
る
︒

（
６
（  

馬
裕
藻
「『
今
楽
考
証
』
跋
」（『
続
修
四
庫
全
書
』
第
一
七
五
九
冊
︑
上
海
古
籍
出
版
社
︑
二
〇
〇
三
年
︑
七
一
五
～
七
一
七
頁
（
参

照
︒

（
７
（  

梅
維
恒
著
︑
楊
継
東
・
陳
引
馳
訳
『
唐
代
変
文
』
第
二
章
（
中
国
仏
教
文
化
出
版
︑
一
九
九
九
年
（
参
照
︒
ま
た
︑
小
松
謙
・
井
口
千

雪
ほ
か
「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
訳
注
（
一
～
四
（」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
・
人
文
』
第
七
十
号
・
第
七
十
一
号
お
よ
び
京
都
府

立
大
文
学
会
『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
六
号
・
第
十
七
号
︑
二
〇
一
八
～
一
九
年
（
参
照
︒

（
８
（  

潘
建
国
「
馬
廉
的
蔵
書
及
其
小
説
研
究
」（『
国
学
研
究
』
第
十
七
巻
︑
北
京
大
学
出
版
社
︑
二
〇
〇
六
年
（︑
同
「
応
該
重
新
評
価
馬
廉

的
学
術
史
意
義
―
『
馬
隅
卿
小
説
戯
曲
論
集
』
読
後
」（『
書
品
』
第
一
期
︑
中
華
書
局
︑
二
〇
〇
七
年
（
参
照
︒

（
９
（  

黄
霖
︑
許
建
平
『
二
十
世
紀
中
国
文
学
研
究
史
』
第
六
章
第
一
節
（
東
方
出
版
中
心
︑
二
〇
〇
六
年
（
は
︑
馬
廉
を
古
小
説
の
収
集
整

理
者
と
し
て
紹
介
し
︑
陳
平
原
『
作
為
学
科
的
文
学
史
』
第
七
章
第
三
節
（
北
京
大
学
出
版
社
︑
二
〇
一
一
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